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`TheEveofSt
.Agnes'

一 一 そ の 背 景 と 意 義 一 ～

佐 藤 芳 子

(1)

SirSidneyColvinは`TheEveofSt.Agnes'を 評 し て,次 の よ

う に 云 っ て い ま す.

      that unsurpassed example ,  nay, must we 

not rather call it unequalled? of the pure charm 

of coloured and romantic narrative in  English  Verse.' (1)

この言葉に代表 され る如 く,こ の作 品は,従 来 そのあ ま りに もkeats的

な 美 し さのみが高 く評価 され,詩 人の精神 的な発展 の上か らみた意義,又,

Keatsの 詩全 体の流れの中 にあってこの詩 の 占め る 重要性 に ついて は,

見 落 されてい るよ うに思わ れます.た しかに,こ の詩 はKeatsの 詩 作 中

その美 しさと,完 成度 において,傑 出 してい ますが,こ の詩 の書 かれ た背

景 を考 えてみれば,こ の詩 が当時 のKeatsの 精 神状態 を考 えないで理 解

のでき る,単 に詩 人のFannyBrawneに 対 す る恋 の理想 的実現 を うた

った,若 々しい感情にあ ふれ たromanceで な い事 は明 らかであ ります.

そ れ どころか,こ の詩 は,多 くの点で,Keatsの 未 来 の詩 の方向を 最 も

よ く示 した作 品であ り,そ の意味 で,断 片 に 終 った`TheFallofHyp-

erion'と 共 に,い や それ以上 に注 目すべ き作品で あ ります.

Keatsは そ の短 い生涯 を通 して,シ エー クスピアの如 き,苦 し く も力
　

強い人間の心の詩人 として,真 に偉大な詩人の列に列つせんとい う大望を

持ちながらも,詩 によって社会に対して何かをなしたいという自己脱皮的

な現実に密着 した理性的本能 と,逆 に,孤 独の中で,自 己の想像の創 り出

す理想の世界にひた りたい という逃避的で内向的な傾向とに苦しみ,晩 年

は,や やもすれば内的な意欲の高まりとは逆に,病 弱も相まってindo-

1enceを 楽しんでいた感が多分にありました.3Z,Keatsは そのあまり
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に も高 い 美 の理念 と,社 会 に於け る自身の不安定 な立場 か ら,Massと し

ての現実 の人間に対 して嫌悪 の念 を深めてい ましたが,こ の傾 向は,γ1&

年 秋,、彼 の詩 の 中核 を含 む`Endymion'が,TheQuarterlyReview

とBlackwoods/Magazine両 誌 に より酷評 されて以来,ま す ます悪 化

し,こ の事 は詩 人 の人道的 な大望 を根本 か ら損 い,そ の苦 しみ を無意味に

していま した.`Endymion'の 酷 評 より翌ノ19年1月 に`TheEveofSt,,

Agnes'が 書 かれ る迄 の半年 間は,実 質的 な詩作 はほ とん どな く,一 見 沈

滞 の期間 で あ りま したが,実 際 には この期間 は飛躍 の前の暗中模索 の時期

であ り,こ の長期 にわた る弟Tomの 病 床 での孤独 の瞑想 の中で,Keats.

は 次 第に 自己の詩 の方 向について,一 つの光明を見出 し始めて いました.

弟Tomの 死 を 目前 に した10月14日 付 の手紙 で,Keatsは 内 にPoetic

resourcesを い っぱいに感 じて,詩 的興 奮にか られ,彼 に して はめ ず ら

し・く大担 に,`IthinkIshallbeamongtheEnglishPoetsafter

mydeath'と 自信 の ほどをみせ,又,純 粋 な詩 的喜こびの為に,`Ihope

Ishallnevermarry'と さ え云 って い ま す.こ の詩的 な気分 の高 ま り

は,12月1日,彼 が母牲 的な愛情を さえ抱いて い た 弟Tomの 死 に よ り.

一 時的 に中 断 されますが ,再 び驚 くべ きほ どの早 さで詩 人の心 を捉 え,`19

年 に 一気 に その花 を咲 かせる事 にな り ま す.そ し て,`TheEveofSt.

Agnes'が,そ の最初 の,か つ最 も充実 した結 贔で した.

さて,118年 の12月16日 か ら翌ノ19年1月4日 に かけ ての,ア メ リカ に い

る弟Georgeに あ て たJournalLettersは,`TheEveofSt.Agnes'

が 生 まれ る迄の詩人 が心の動 きを,多 くの点で語 って い ます.featsは

12月16日 付 の手紙 で,"長 い間,弟Tomの 病 気 とその死に よって,詩 作

が中断 され,又,詩 を作 る気分になか った"と 云 ってい ますが,翌17日 付

の手紙 では,"自 分 は,詩 を作 っている時以外 は,気 分が安 らが ない とい

う永 遠の絆 に縛 ば られているので,今 後 は詩作 に励 げ もうと思 う"と 云 っ

ています.そ して12月31日 付 の手紙 では,次 の様 なは らき りとした言明 を

しています.

I never can feel certain of any trutn but from a clear 

Perception of its  Beauty.

H.W.Garrodは,Keats一 の この言明は,彼 が これ迄落入 っ い た 哲学
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的なepicを 断念 して,彼 生来の感覚による詩に戻った事を示している.
0

と云 ってい ます が,Keatsの そ の後 の努力 を考 えて みる と,こ の 言 葉が
o,

単 に,Garr6dに よれば誤っ た方 向であ るPhilosophicな 方 向をKcats

が 断 念 した事 を意味 している・とは考 えられ ませ ん'.た し かY1.1Keatsは

自 己の詩 の哲学 的な深 さの欠 如 を痛感9て ・その為 ・彼 本来 の 感覚 で とら

え た想像 の世界 に甘ん じてい る事 に不 安 を感 じ,い らだた しい焦 燥感 を味

わ ってい ましたが,詩 の本質 について の考 え方,即 ち,"す べ ての真 実 は,

そ の美 の把握 に於 いてのみな され る"と い う持論 については,こ う し た

Dilemmaの 中 にあっで も,一 度 として疑い を持 った事 はあ りま せ んで し

た.従 って,上 述の言明に よって,Keatsが 再 び感 覚に戻 った とい う 事

は ない ので す.た だ,こ の時迄 のKeatsは,ま だ自己の詩 の方 向 にっ い

て,は っき りとした確信が持てず,senseカ ～,Philosophyか,あ るいは

本 能か,理 性 か とい う2者 択一 の境 地にあって苦 しんでお り,そ の為に,

持 論を 自信 を もって打 出す事 がで きないでい ました。 そ れ が 弟TOmの

死 後,今 迄 はぼんや りと把握 してい た ものを,よ うや くは っき りと した形

で つか み始 めていた のです.即 ち,二 者 の うちい ずれか一方 を選ばれば な

ち ない とい う誤 ったDilemmaか ら脱 っして,2つ の相反 す る本能 を,融

合,調 和 させ る方向 に自己の詩 の方 向を見 出 し,そ の す ぐ れ た 羊 本 を

Shaherpeareに 見 出 レd・ ました.KeatsはShakespeareに 対 し て

は,早 くか ら満腔 の敬意 を抱い ていま したが,12月31日 付 の手紙 では,と

りわけ深 い感 動 を受 けている事 を述 べて,Shakespeare文 学 のあふれ る

ロマンスと優 しい感情,そ して,想 像の余地 を残 しなが ら,グpテ スクな

ものか ら一気 に より高 次の調和美を生み出す技 に感嘆 してい ます.た しか

に,Keatsが よ うや くつかん だ方 向は,Shahespeareの 調 和 の 世 界,

現 実 と想像の世界 が一体 となった.密 度 の高 い想像 の世界 に他 な りません.

そ して,自 己の詩 の方向に対 して,一 つ の確信 を持ち 得 た 事 が,Keats

を して,`Inevercanfeelcertainofanytruthbutfromaclear

perceptionofitsBeauty'と い う彼 の持論 を,こ こで明確に表明 さ せ

た ものと考 え られ ます.

さて,約 半年にわ たる瞑想 の期間 を打 破 り,ノ19年 の飛 躍への契機 と な

った ものに,2つ の理 由があげ られ ます.一 つは,愛 す る 弟Tomの 死
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後,.急 激 に表面化 したFannyBranrneに 対 する恋 であ りま す.、Keats

がFanriyに 会 った期 日は明確 にはわか りませんが,11月 頃 と推定 さ れ,

ユ2月1日 の弟Tomの 死 を契機 に,そ れが急激 に深 め られた事 は 確 か で

す.J.M.Marryは,ク リスマ スの 日には,Keat$はFannyと 婚 約 し
OO

たと云 っ ています.と もあれ,Keatsは 漫 然 と恋 を楽 しむ よ う な 性格で
'

は な く,真 剣 にFannyと の 実生活 を考えてい ま し た.従 っ て・、こ の

Fannyべ の 恋はKeatsに 自身の社会 に於 ける不安定 な立場 を痛切 に 縣

じさぜ,社 会か ら遊離 した孤独の瞑想 か らさて,実 際に活動 しなければな

らない事 を実感させ たと思われ ます.こ の点 で,`TheEveofSt.Agnes'

が 多 くめ 批評家 が指摘す るよ うに,KeatsのFannyBrawneに 対 す る

恋 の理想 的実現の姿 を う牽 った ものである事 に,ま ちがいのない事ですぶ

それが同 時に,詩 人の現実に対 して立 向か お うとす る意練 を反映 してい る

事 を見逃 してはな りません.こ の恋を実現 させたい とい う切 望は・ 自身の

健康 の衰 弱の為に実質的にそれが不可能で ある事 を悟 った,9月 のこの詩

の改作 に 於いて更に強 く反映 され る事 にな ります.

さて,mつ,詩 人の心の もや を暗 らし,ノ19年 の 飛躍へ の契機 を な し

牟 ものに ・.Keats,に 与 え牟Hazlittの 影 響 をあげ たい と思 いま す・Ke-

atsは12月 、14日,Hazlittを 訪 ぬ,ま だ未発表 の ・OntheEnglishComic　
Writers'と 題 す る講義の原稿 を章 りて かえっていますがτその中の`Eng-

1ishNovelists'と 題 する講義 中のGodwinに つい ての考 察は,当 時 の

Keatsに と って一つの啓示 とな ったとお もわれ ます.Keatsが その理論

的 な面で,Hazlittの 影 響 を強 く受け てy・る事 は,批 評家の指 摘す る所で
OO
す が,た しかに この場合は,そ の事が云 え ると思 われ ます.ノ19年1月2日

付 の弟Georgeに あ てた手紙に於い て,Keatsが2Pに ま たが って,長

々 とHazlittのGodwin・ に ついての考察 を引用 したのは,そ れ が当時 の

Keatsの 心 にあ った 自己認識,自 己の詩 につい ての方向やその方 法 を,

実 に的確 に代 弁 していたか らに他な りませ ん.ま ずGodwinの 小 説・`St.

Leon・ の 主人公,St.Leonの 性 格 に ついて,`HeisaIimbtornoff

fromSociety'と い い,叉,`Helivesin、thesolitudeofhisown

breast'と 云 ってい ます が,こ のSt.Leonの 孤 独感,社 会的不篆定 感は,

当 時のKeatsの 痛 切な実感であ りました,叉 ・-ー マ ン サ ー と し て の

Godwinの 手 法 について次の よ うに述べて います.
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 ,the other  owes every thing to internal  conception. 

and contemplation of  the possible workings of the  hu-

man  Mind. There is little Knowledge of the world,  little. 

 variety,

こ の 外 的 事 実 の観 察 に よらない,内 的思考に よる事物 の把握 の手 法 はr

実 際体験 の少 ない,そ して人間の心 に最大の 関心 をよせなが らも,現 実 の

社会 とは ど うして も妥協 できなか ったKeatsがhumanaffairを 取 扱

う時,必 然的に と らざるを得 ない手法 であ り,こ の事 が,彼 の詩,と りわ・

け 人間を中心 とした物語詩 やDramaを,き わめ て 象徴 的な,か つ,想

像色 の濃 い もの としてい る大 きな原因 とな っ て い ま す.さ て,Hazlitt_

の 次 の一節 は,正 に当時 のKeatsが よ うや くはっき りとつかんでい た彼

の未来 の詩 の方向で あ り,Keatsが`TheEveofSt。Ames'に 於 いて

試 み,成 功 したと思 われ るものです.

 

.  .  .the effect both in Caleb Williams and  St, Leon,  is-

entirely made  out, by intense and patient study of 

human heart, and by an imagination Projecting itself  into-

certain situations,  and capable of working  up its  imaginary' 

 feelings to the  height of reality. (Italics is mine)

Keatsは その高い美の理念の為に,彼 の美が生きつ く事 のでき る想像の

世界から,本 能的にどうしても離れる事ができなかったのですから,彼 生

来の世界に異質のものを加えて,そ の原形を変化 させてい くという方法に

よってではなく,自 身の世界に異質のものを完全に吸収 して,そ の原形を

何ら変化させる事なく,彼 生来の世界をよ り深めていく方向に そ の活 路一

を見出したのは当然 であります.想 像の世界を,単 なる弱 々しい想像の世

界に終らせず,現 実の感情に対処できるだけの力強い現実感 と抱活力をも.

ったintense(密 度の高い)な 想像の世界を生み出す 事 に よ りKeats・

は自己の詩の理念を確信 をもつて打出し,現 実に立向かおうとしたと考え

られます.

先にも云 った通 り,Keatsは 秋頃から次第に自己の詩の方向につ い て.

確信を持始めていましたが,そ れをはっきりと外に表明できないでいまし

ノ
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た.そ れ が14日,Hazlittを 訪 ずれて,上 述のGodwinに つ いて の考察

を 目にず るに及ん で,は っき りと実 感 として把握 で きたのではないで し よ

うか 、そ れが17日 の 力 強 い`ImustagainbEginwithmypoety'と

い う言葉 とな っ て 表 わ れ,更 に31日 の`Inevercanfeelcertainof

anytruthbutfromaclearperceptionofitsBeauty'と い う・自

己の理念 に対 する新たな確 信 の言葉 となってあ らわ れた もの と思 われます.

今 や その 方 向をつ かみ,確 借 を持 ったKeatsは,長 い沈黙 を破 り,1月

2日 付の 手紙 の中で,文 字通 り空想 を自由にはばたかせたい とい う希 望を

うた っだ,`Everletthefancyroam'を,続 い て,詩 人 としての使命 と

希 望 をは っき りと反映 した`BardsofpassionandQfMirth'をcopy

して いま す.現 実 を乗 り越 えて,天 上に魂 を得,更 にその美 しい魂 が,生 け る

者 の知す い として,地 上に も再び生 きるとい う詩人 の魂 の2重 の不滅性 を高

らか に うたったこのOdeは,そ の根本思想 に於 いて`TheEveofSt,Agn-

+2S'の 原 形 をなしてお り,後 者の天上へ と飛 し ょうす る恋人達 の美 しい 姿

は,そ の 不滅 性に於 いて,真 実 な る詩人 の魂 と同一 ぞ あ ります.以 上の事

か らみて も,The`EveQfSt.Agnes'が 単 に時 を得た美 しいroma-

nceで は な く,Keatsが 自己の美の理念 を確 信を持 って展 開 した 作 品

であ り,そ の詩 の方 向を打 出 した ものであ る事 は明 らかであ ります.又,

Keatsが 当 時光 明 をみい出しつつ あった事 は,こ の詩 を書 く直 前 に.友

人 のHaydon¶ に あ った次の手紙か らも うかが う事 がで きます ・

I see by little and little more of what is to be  done and 

how it is to be done, should I ever be able to do  it 

On my soul there should be some reward for that conti-

nual  iagonie  annuiyuse'. 

 JO  (2) January  1819, To  Haydon

・TheEveofSt .Agnes'は,彼 の詩の方向と理念を明確に示 し た 作

品 として,正 にKeatsの 畏い苦悩に対する報いであったといえま し よう.

更に,こ の詩 を成功 させた一因として,従 来にない詩人の現実に対する

挑 戦意欲があげられますが,こ の事はJ作 中人物の現実感をもった人聞的

な感情にも,又,愛 を扱 ったKeatsの 全詩作中,こ の詩の主人公のみが
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morta1な 存 在で あ り,・しか もそ高 らかな勝 利に終 ってい る点 に もあ らわ

れ ています し,更 に,こ の詩の 完成 直後 に妹のFannyに あ てた 次 の忠

告 の中に も・`TheEveofSt.Agnes'執 筆 当時の,Keatsの 建 設 的 な

気 分を くみ と る事 がで きます.

The time will come when you will be  tnore pleased  with 

 Life look forward to that time and, though it may 

appear a trifle, be careful not to let the idle and retired 

Life you lead fix any awkward habit or behaviour on 

you 

      11 February 1819, To Fanny keats

妹 のFannyは16才 で ・当時は後見人4)Abbey氏 に あづけ られ ておb,

決 っしてidleでretired 、な生活 をしていたわけではあ りませんで し た 。

明 らかに,こ の忠告 は,Keatsが 自身 に対 して行 った もので あ り,従 来

の引きこ もった生活 を脱皮 して・未来 に目を転 じようとしている詩人 の気

持 を,そ まま妹 に送 った もの と思われ ます.

Keatsの 精 神的な発 展の過程 は ・一 直線 とな って進 んだので は な く,

あ る時は進 み,又 後 退 し,叉 沈滞す る,と い っ た もので し た が,`The

EveofSt.Agnes'当 時 のKeatsは,少 くな くと も希望 に も え,何 を
T

ど うすべきか・ とい う事 をはっき りとつ かみ,確 信を もって 自皀の詩 の世

界 を展 開す ることが できた期 間でレた.し か も,Keatsの その後 の進 展

の過程 をみれば,こ の詩 が項点 ではなかったか と思 われ ます.

(2)

ノ19年の年 頭には一時的に光の中に あった
,Keatsで したが,層 その後 の

どの痛 みの悪化 や,彼 に とっては最 もい まわ しい金銭的 な気苦労等 か ら再

び沈滞状態 に落入 り,3月 には,す でに次 のよ うに うたっています.

 Verse, fame and Beauty are intense indeed 

 But Death intenser Death is Life's high  mead . 

 ( 'Why  did I laugh tonight?', 19 March 1819, To The  G. 
keates)
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勿 論,keatsはeternalpoetryに 対 す る闘い をやめ たわけではあ りま

せんが,こ の詩に見 えた1)eathと い う語は,以 後,keatsか ら 離 れ な

くな り,死 ぬ迄,つ きまとうIndolenceの 中 で,決 意 と沈滞 の間をさま

よい.実 質 的には,つ い に立 上 る事がで きませんでした.た しかに ノ19年

には,`TheEveofSt.Agnes'以 後`OdetoaNichtingale'や`Ode

onanGrecianUrn'を 始 め とす る数 々のす ぐれたOdesや,バ ラッ ド.

`LaBelleDameSansMerci'
,物 語 詩`Lamia',更 には断篇 に 終 った

`TheFallofHyperion'
,叉,劇 詩,`OthotheGreat'等 々,keats

の作 品中 の 秀作 のほ とん どが次 々と生み出 さ れ,一 見Goldenperiodの

観 を呈 して いますが,今 ふれま した ように,実 際 には,詩 人の心は 三The

EveofSt,Agnes'の 頃 の 自信 を失 い,再 び一層暗い もや に包 ま・れ,肉

体的 な衰 弱 と共にその精神 も次第 に病的 とな っていま し た.Keatsの 詩

の世界 は,`TheEveofStAgnes'の 力 強 く,輝 か しい美 し さ を 失 い,

`Lamia'の 後 退 した暗い美 しさへ と変
っていき ま す.又,健 康の悪化 と

同時に,Keatsは 次 第 に現実 に対 して立 向かお うとす る意欲 を 失 い,同

時 に社会 の大衆 に対す る嫌悪 の念 をつ の らせて,理 性 の声 とは うらはらに,

想 像 的色 彩 を濃 くし,そ の世 界は,抱 活力 と力強 さを欠いた夢想的 なもの

とな っ・て い きます.傑 作 といわ れ る`OdetoaNightingale'に し て も,

`LaBelleDameSansMerci'に して も
,Keatsの 想 像 の 世 界 は,

`TheEveof 'St .Agnes'の 一intensityを 持 続で きず,破 綻 を きたして

お り,精 神 的 な後退 を暴露 しています.・'

7月 か ら9月 にかけて`Lamia'を 執 筆 中のKeatsの 手 紙 に は,die

とか,deathの 字 が頻繁 にみ られ,も は や詩人 の心 を 占め るのは,講 の為

の詩,純 粋 に、自身 の為の詩,の みであ り,詩 の為 には,も は や!Ioveof

gloomyに 落 入 るこ とも,社 会 か ら遊離 する事 も,意 に介 してい ま せ ん.

詩 は唯一 の生 き甲斐であ ると同時 に,唯 一 の逃避 の場 となってい ました.

こ の頃 には,keatsは は づき りと`Beautyistruth'と い う 自己の理

念 と,現 実社会に於 けるtruthと の 間に,大 きなdisparityの あ る 事

を悟 とり,本 能 的に はますます強 く自己の世界 に執着 し,そ れ を強 く肯定

しなが ら も,理 性の土で はその敗 北 を認 め,こ の地上 の真理が勝 利 を得 る

事 を認め てい ました.`Lamia'は こ うした当時の詩人の心理的 な分裂 と,自

信 のな さを,そ の まま反映 してお り,keats白 身,そ の読者 に訴 え る 力
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を高 く評価 し,又,従 来 にない`healthydeliberation'を な し た,と

している快心 の作 ではあ ります が,`TheEveofSt.Agnes'に 於 い て

全面的に打出 した`Beautyistruth'と い う理念 を力強 く打 出す事 は で

きず,理 性 の上か らはApolloninsの 勝 利 を認めな が らも,全 篇 を流 れ

る ものは,詩 人 のLamiaの 世 界 に対す る強い愛着 と背定 であ る と い う

主題 の分裂 をきたい して います 、結局,Keatsは`La血ia'に 於 い て,

Apolloniusの 否 定的 な性格 設定 に よ り,そ の勝利 をむな しい もの と し,

終 末の結果 とは逆 に,全 体 の効果 としては一応 自身 の想像 の世界 を打出 す

事 に成功 して はい ますが,`TheEveofSt,Agnes'に み られ る力 強 さ と

統 一性 を欠 き,そ の想像 の世界 は現実感 の乏 しい,弱 々しい もとな って い

ます.残 され た間題 は,KeatsがApolloninsの む な しい勝利 に よ り,

逆 に前面に打出 した彼の想像 の世界 を,こ の よ うに現 実界 に於 いては敗 退

せ ざるを得ない よ うな弱 々 しい もの としてではな く,い かに して力強 い背

定の形で展開 させ るかとい う事 にあ り,そ れは叉彼 の未来 の詩の方 向にっ

なが ってい ます.

Keatsは3篇 の物語詩 の中で,`Lamia'に 対 してのみ一応の満足 を 与

えてい ますが,今 みて きま した よ うに,`La血ia'はKeatsの 詩 全体 の流 れ

の中にあ って は一歩後退 した作 品であ り,又,現 実 に対 して立向 かお うと

す る気力が欠如 してい る点 に於 いて も,`TheEveofStAgnes'に 比 し

て一歩後退 したものです.Keats自 身 この後退 に気 づいたに相異 な く,

その事 は,彼 が その出来ば えに於 いては`Lamia'を 高 く評価 しな が ら も,

彼 の未来の詩の下地 として,先 の`TheEveofSt.Agnes'を 選 ん だ 事

に うかが えます.9月 に`Lamia'完 成 後,Keatsは ノ18年 以 来ず っと頭

を悩 ませてい た,`Hyperion'の 詩 作 に再び と りかか ります.`Hyperion'

はKeatsが そ のeterualpoetryに 対 す るVisionを 託 した もの で し

たが,こ の'19年 秋 の`TheFallofHyperion'も 再 び挫 せつ し,こ の未

完 の詩 を もってKeatsの 創 作活動 は,一 応 の終止符 を うつこ とにな りま

す.

さ て,大 望 をかけた`TheFallofHyperion'は 断片 に 終 り,詩 人 の

未 来 の詩 にかけた人道的 な抱負 と詩 人 としての強い 自覚 を表明 するに終 り

ま したが,詩 に対す る努力 は最後迄続 け られ ました.そ れ を最 もよ く反 映

してい るのが,`TheFallofHyperion'と ほ とんど時 を同 じく し て 行
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わ れた ・TheEveofSt.Agnes'の 改作 であ ります.Keatsは ・ この9

月 の改作 に 於いてこの作 品にがけた始めの意図 を萸 に強 め,.作 中人 物の感

情 や行 為に 一層の現 実感 を持たせ てその想像 の世界 の密 度 をよ り深 あ,又,

・自身の美 のimageの 象 徴 であ る恋人達 の夫 上界ぺの飛翔 の姿 を,地 上(り

入 間の醜 くい死 と残 酷 なまで にあ ざや かに対象 さぜ る事 に よって,彼 自身

あ 想像 の世 界 を積極的 に背定 し,`Beautyistruth'と い う 理念 を全 面

的 に強 く打 出 しま した.

Keatsが`TheEveofSt.Agnes'に 強 い愛着 を もち,本 能的 に この

詩 の中に,未 来 の詩 の素地 をみい 出 して いた事 は,詩 について燥焦感 が頂

点 に達 した 感あ る11月17日 付 手紙 に於 いて明 らかで あ ります.

I have come to determination not to publish any thing I 

have now ready written; but for all that to publish a Po-
em before long and that I hope to make a fine  one. As 

the marvellous is the most enticing and the surest gua-

rantee of harmonious numbers I have been  endeavouring 

to persuade myself to  untether Fancy and let her mana-

ge for herself I and myself cannot agree about this 

at  all Wonders are no wonders to  me. I am more at 

home amongst Men and women . The little dramatic 

skill I may as yet have however badly it might show in 

a Drama would I think be sufficient for a  Poem 
 _- 

wish to diffuse the colouring of  st. Agnes eve through-

out a Poem in which Character and Sentiment would be 

the figures to such drapery Two or three such 

 Poems, would nerve me up to the writing of a few 

fine  plays  my greatest ambition  when I do feel 

 ambitious 

       17 November 1819, To  John  Taylor

この手紙 に於い て明 らかな如 く,人 間の心 の詩人 として のKeatsの 大 望

は,す ぐれた劇曲 を書 く事 にあ り,そ の下地 と して`TheEveofSt.Agnes'
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の性格 と色彩をもつ詩 腿 んだという郵 ま,.K・at・ がこの作品の力 強 さ

と前進的な姿勢の中に未来の方向を見出していたと云ってよいでしょう
.結

局・K・at・ はその美に対する理念力・ら,理 性本能に苦 しみなヵ1ら も,
その想豫的色彩を弱める事はできず,彼 隼来の想像の世界に,人 生の諸椙

を 深 く投 入 す る こ と に よ り そ の 世 界 を 現 実 の 域 に 迄 高 め ,そ の 中 で`:-

autyist「uth'の 理 念 を ・ す べ て を 抱 活 す るdivinetruthと し て 打

出 す 以 外 に 道 が な か っ た も の と思 わ れ ま す .こ の 点 で ・19年 の11た

な 意 欲 の も と に 書 か れ,更 に9月 に 改 作 さ れ .ノ20年 の 出 版 ま ぎ わ 迄Ke-

atsが そ の 一 句 一 句 の 推 稿 に あ た っ た`Th・E…fSt
.Agnes・ は,弱

々 し い 面 を 残 し て は い ま す が ・Keatsの 期 待 に そ う もの を も っ て お り
,

こ の 作 品 以 外 に は 実 質 的 に 彼 の 意 図 を 実 現 し た も の が な い 事 か ら も
,こ の

詩 はKeatsの 詩 全 体 の 頂 点 を な す も の で あ り,同 時 に 叉
,彼 の 未 来 の 詩

へ の 出 発 点 を な す 意 義 深 い 作 品 で あ る と 考 え ら れ ま す
.

(完)
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